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山陽小野田市立山口東京理科大学の学び

建学の精神

基本理念

「理学の普及を以て国運発展の基礎とする」
　公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学は、地方都市における落ち着いた教育環
境のもと、学校法人東京理科大学との姉妹校関係を維持強化しつつ、薬工系の基礎的知識と
専門的な学術を教育・研究するとともに、地域に根差し、地域社会の発展に寄与する「地域
のキーパーソン」の育成に貢献することを目的とします。

・世界的視野で物事を思考できる人間性豊かな人材の育成
・波及効果の期待できる独創的・ 先進的研究の推進
・教育・研究と地域貢献が一体化した生涯教育の充実

沿革

昭和62年（1987年）  小野田市、宇部市、山口県からの強い要請を受け、公私協力方式により、
 本学の前身となる「東京理科大学山口短期大学」が小野田の地に開学。
平成  7年（1995年）  より高度な教育・研究体制の確立をめざし、４年制大学へ改組転換し、
 山口東京理科大学が誕生する。
平成  9年（1997年）  液晶研究所を設置
平成11年（1999年）  大学院基礎工学研究科修士課程を設置
平成15年（2003年）  大学院基礎工学研究科博士後期課程を設置
平成17年（2005年）  先進材料研究所を設置
 小野田市と厚狭郡山陽町が合併して山陽小野田市が誕生
平成21年（2009年）  より社会に密着し、産業界との連携を深めて効果的な教育研究を実現す 
 るために「工学部」を設置し、「機械工学科」「電気工学科」「応用化学科」 
 の3学科体制となる。
平成25年（2013年）  大学院工学研究科修士課程、博士後期課程を設置
平成26年（2014年）  地域連携センターを設置 
平成28年（2016年）  公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学を開設
平成30年（2018年）  薬学部薬学科を設置
 機械工作センター、研究機器センター、国際交流推進機構を設置
平成31年（2019年）  液晶研究所、先進材料研究所を発展・解消し、研究推進機構を設置
令和  2年（2020年）  環境安全センターを設置
令和  4年（2022年）  研究推進機構を発展・解消し、生涯学習センターを設置
令和  5年（2023年）  工学部数理情報科学科を設置
 教職課程センターを設置
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機構図
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経営審議会

企 画 室

監 査 室

副 学 長

教育研究審議会

学　　　長

工　　学　　部

薬　　学　　部

大　　学　　院

共通教育センター

図　　書　　館

生涯学習センター

地域連携センター

研究機器センター

環境安全センター

国際交流センター

機械設計工作センター

教職課程センター

総　　務　　部

管　　財　　部

入 試 広 報 部

学　　務　　部

キャリア支援部

研 究 推 進 部

地域連携・生涯学習部
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地域連携・生涯学習課
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役職員

法　人
【役　員】
理　事　長
副 理 事 長
理　　　　事
理　　　　事
理　　　　事
理　　　　事
監　　　　事
監　　　　事

池　北　雅　彦
望　月　正　隆
金　田　和　博
佐々木　有　朋
藤　田　敏　彦
豊　田　弘　光
畑　　　史　善
岡　田　卓　司

経営審議会委員（学外委員）

大　学
学　　　　長
副　学　長
副　学　長
副　学　長

望　月　正　隆
武　田　　　健
永　田　寅　臣
井　上　幸　江

学　部
●工学部
工 学 部 長
機械工学科主任
電気工学科主任
応用化学科主任
数理情報科学科主任

永 　田　寅　臣
吉　田　和　司
阿　武　宏　明
白　石　幸　英
福　井　一　彦

●薬学部
薬 学 部 長
薬学科主任

武　田　　　健
和　田　光　弘

大学院
●工学研究科
研 究 科 長 永　田　寅　臣

氏　　名
大　野　龍　昌
野　村　正　文
吉　本　成　香

所　　属　　等
日本化薬株式会社厚狭工場 執行役員 厚狭工場長
日産化学株式会社小野田工場 執行役員 小野田工場長
学校法人東京理科大学 理事

教育研究審議会委員（学外委員）

附属施設等

センター長
●共通教育センター 

堤　　　千佳子

図 書 館 長
●図書館

細　井　　　徹

センター長
●生涯学習センター 

惠　谷　誠　司

センター長
●地域連携センター 

田　中　宏　幸

センター長
●機械設計工作センター 

吉　村　敏　彦

センター長
●教職課程センター 

内　田　陽　三

センター長
●研究機器センター

宮　本　和　英

センター長
●環境安全センター 

北　條　　　信

センター長
●国際交流センター 

百　渓　　　江

事務局
事 務 局 長
事務局次長
事務局次長

佐々木　有　朋
河　合　久　雄
芳　司　修　重

氏　　名
上　林　雅　樹
川久保　賢　隆
長谷川　　　裕
樋　上　賀　一

所　　属　　等
山陽小野田薬剤師会 会長
山口経済同友会 顧問
山陽小野田市教育委員会 教育長
学校法人東京理科大学 常務理事

（令和 5年 5月 1日現在）
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学 部 名

工　学　部

薬　学　部

【学部】

【大学院】

（令和 5年５月１日現在）　※数理情報科学科の在学者数は 1年次までの人数

（令和 5年５月１日現在）

（単位：人）

（単位：人）

学 科 名
機 械 工 学 科
電 気 工 学 科
応 用 化 学 科
数理情報科学科

薬　　学　　科

修業年限

4 年

6年
計

合　　　計

合　　　計

入学定員 収容定員 入学者数 在学者数
60
60
80
60
260
120
380

240
240
320
240
1,040
720
1,760

71
66
86
62
285
124
409

263
266
331
62
922
714
1,636

研究科名

工学研究科

専 攻 名
工学専攻（修士課程）
工学専攻（博士後期課程）

修業年限
2 年
3年

入学定員 収容定員 入学者数 在学者数
15
3
18

30
9
39

31
0
31

48
3
51

【附属組織】
組　織　名

共通教育センター

図書館

生涯学習センター

地域連携センター

研究機器センター

環境安全センター

国際交流センター

機械設計工作センター

教職課程センター

概　　　　要

図書館は、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の学術情報の収集、整理及び提
供を行うことにより、広く学術の発展に寄与するとともに、本学の教職員及び
学生の教育研究に資することを目的としています。

生涯学習センターは、地域文化と学術の中心として、地域住民の学び直し、社会
人教育等本学ならではの生涯学習事業を幅広く推進することで、「知の拠点」とし
ての教育活動を組織的に展開し、もって社会に貢献することを目的としています。

共通教育センターは、全学協力体制に基づいて実施する共通教育に関する企画・
立案・実施及び教育に係る全学的な連絡調整を行うことにより、本学の教育の
充実・発展を図ることを目的としています。

地域連携センターは、地域文化の向上並びに地域活性化のための事業を地域と
協働して企画、立案、実行し、本学の地域貢献活動を組織的に遂行することを
目的としています。

研究機器センターは、本学の最先端の研究基盤である大型分析機器等の維持管
理を行い、優れた研究環境を共同利用に供することにより、教育研究の高度化
や地域社会への貢献の一層の進展に資することを目的としています。

環境安全センターは、本学における教育研究活動が、環境安全に関する諸法規
に則り、学生及び教職員の安全に十分配慮して行われるよう支援を行うこと並
びに本学の教育研究活動の一層の進展に資することを目的としています。

国際交流センターは、本学の各組織を有機的に連携させ、全学的な視点から戦
略的な国際交流活動を推進していくことを目的としています。

教職課程センターは、本学における教職課程の企画及び運営並びに教職課程を
履修する学生に対する適切な指導を推進することを目的としています。

機器設計工作センターは、機械設計工作設備を維持管理し、教育及び研究の用
に供することにより、本学の教育研究活動の一層の進展に資することを目的と
しています。

教育研究上の基本組織
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学 部 名

工学部

薬学部

（単位：人）
所 属 名

機械工学科
電気工学科
応用化学科
数理情報科学科
薬　学　科

共 通 教 育 セ ン タ ー
工 　 学 　 研 　 究 　 科
機械設計工作センター

合　　　計

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手 技能員 合　計
5
4
6
3
24
7
1
0
50

3
1
3
3
8
8
0
0
26

0
3
2
2
11
5
0
0
23

3
2
4
0
8
0
0
0
17

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
2
2

11
10
15
8
51
20
1
2

118

学 部 名

工　学　部

薬　学　部

【学部】

（令和 5年５月１日現在）

（単位：人）

（単位：人）

学　科　名
機　械　工　学　科
電　気　工　学　科
応　用　化　学　科
数 理 情 報 科 学 科

計
薬　　　学　　　科

入学定員

合　　　計

合　　　計

入学者数

割合

県 内 県 外 男 女
71
66
86
62
285
124
409

60
60
80
60
260
120
380

10
11
21
11
53
37
90
22％

61
55
65
51
232
87
319
78％

64
61
52
54
231
43
274
67％

7
5
34
8
54
81
135
33％

研究科名

工学研究科

【大学院】
専　攻　名

工学専攻 （修士課程）
工学専攻 （博士後期課程）

入学定員 入学者数

割合

県 内 県 外 男 女
31
0
31

15
3
18

31
0
31

100％

0
0
0
0％

29
0
29

94％

2
0
2
6％

大学・大学院計 
割合
440398 121

27.5％
319

72.5％
303
69％

137
31％

令和5年度入学者

教員数

所　属　名
事　　　務　　　系
医　　　療　　　系
コーデ ィネーター
飼 養 衛 生 管 理 者
カ ウ ン セ ラ ー

合　　　計

（単位：人）
合　　計臨 時 職 員専 任 職 員

66
3
1
1
4
75

17
2
1
1
4
25

49
1
0
0
0
50

事務職員数
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（単位：人）
令和5年度入学試験実施結果（学部）
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学部名

工学部

薬学部

【学部】

（令和 5年５月１日現在）

（令和 5年５月１日現在）

（令和 5年５月１日現在）

（単位：人）

（単位：人）

学　科　名
機 械 工 学 科
電 気 工 学 科
応 用 化 学 科
数理情報科学科

計
薬 　 学 　 科

1年生

合　　計

合　　　計

合計

割合

男 女
72
71
87
62
292
129
421

2年生
72
68
86
ー　
226
147
373

3年生
66
70
83
ー　
219
102
321

4年生
53
57
75
ー　
185
109
294

5年生

124
124

6年生

103
103

263
266
331
62
922
714
1,636

245
245
201
54
745
281
1,026
62.7％

18
21
130
8

177
433
610

37.3％

学 部 名

工学研究科

【大学院】
専　攻　名

工学専攻 （修士課程）
工学専攻 （博士後期課程）

1年生 2年生 3年生 合計

割合

男 女

2
2

17
1
18

31
0
31

48
3
51

45
3
48

94.1％

3
0
3

5.9％

令和5年度在学者

参　考

16人以上
11～15人
6 ～10人
1 ～ 5 人
0 人

●令和5年度入学者（学部）の出身都道府県
　※編入学を除く。 北海道

3

青森

秋田 岩手
1

宮城山形

福島

茨城
1

千葉
2

海外
1

高卒認定
1

東京
3

静岡
6

愛知
3三重

3
神奈川
2

埼玉
3

山梨

栃木
1

群馬
2

新潟富山石川
2

長野
岐阜
5

福井
2

京都
3

奈良

大阪
7

福岡
59

佐賀
13

長崎
16

兵庫
6

鳥取
6

島根
10

岡山
19

広島
29

山口
90

大分
32熊本

9

鹿児島
7

宮崎
13沖縄

4

香川
9

愛媛
18

徳島
13

高知
3

和歌山
2

滋賀
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（令和 5年３月卒業者）

学部名

工学部

※その他には、就職及び進学する意志のない者、就職及び進学以外の進路を決定した者を含む。

（単位：人 ,％）

学　科　名

機械工学科
電気工学科
応用化学科

卒業者数
（A）

その他
（C）

就職率％
（E/D）

県内就職率％
（F/E）（E） 内県内就職（F）

就職決定者数
大学院
進学者数
（B）

就職
希望者数
（D）

合　　計

58
53
81
192

20
11
20
51

1
1
2
4

37
41
59
137

37
40
58
135

13
12
16
41

100
98
98
99

35
30
28
30

学　部　名
（単位：人）

開　設　年　度
昭和62年4月1日～平成 7 年3月31日
平成 7 年4月1日～平成28年3月31日
平成11年4月1日～平成28年3月31日
平成15年4月1日～平成28年3月31日
平成28年4月1日～
平成28年4月1日～
平成28年4月1日～

合　　　　計

卒業・修了者数
1,896
2.269
204
8

1,313
96
4

5,790

卒業者・修了者数

【機械工学科】

進路
決定者数
57名

進路
決定者数
51名

進路
決定者数
78名

進路
決定者数
21名

【電気工学科】

【応用化学科】 【工学研究科】

工学部

東 京 理 科 大 学 山 口 短 期 大 学
山 口 東 京 理 科 大 学
山口東京理科大学大学院 修士課程
山口東京理科大学大学院 博士後期課程
山陽小野田市立山口東京理科大学
山陽小野田市立山口東京理科大学大学院 修士課程
山陽小野田市立山口東京理科大学大学院 博士後期課程

学部卒業者の進路状況（令和5年3月）

進路先の分野別割合

製造業
29.8％

製造業
29.5％

製造業
66.7％

製造業
29.4％

進学
25.6％

進学
35.1％

進学
21.6％

進学  4.8％

情報通信業
11.8％

情報通信業  7.7％

情報通信業  5.3％

情報通信業  14.3％

サービス業（他に分類されないもの）
7.8％

サービス業（他に分類されないもの）  14.3％

サービス業（他に分類されないもの）  7.7％

サービス業
（他に分類されないもの）

10.5％
建設業
14.0％

建設業
15.7％

建設業  3.8％

電気・ガス・熱供給・水道業
5.9％

電気・ガス・熱供給・水道業  1.3％

学術研究、専門・技術サービス業  2.6％

金融業・保険業  2.0％

卸売業・小売業  2.0％

教育、学習支援業  2.0％

教育、学習支援業
12.8％

公務（他に分類されるものを除く）
1.8％

公務（他に分類されるものを除く）2.6％

運輸業・郵便業  1.8％

運輸業・郵便業  2.0％

卸売業・小売業  6.4％

教育、学習支援業  1.8％
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区　　分

修習技術者
（JABEE修了者）

中学校教諭
一種免許状（理科）

高等学校教諭
一種免許状（理科）

高等学校教諭
一種免許状（工業）

毒物劇物取扱責任者

（単位：人）

機械工学科
電気工学科
応用化学科
合　計

機械工学科
電気工学科
合　計
応用化学科

応用化学科

応用化学科

平成30年度
11
3
33
47

22

29

3
1
4

103

令和元年度
7
15
16
38

19

20

2
4
6
85

令和2年度
15
14
25
54

13

15

3
2
5
76

令和3年度
12
13
7
32

13

18

1
5
6
68

令和4年度
12
8
4
24

14

20

4
3
7
81

資格免許の取得状況

区　　分

科学研究費助成事業

受託研究・受託事業

奨学寄附金・公募助成金

共同研究

合　　計

文部科学省
大学改革推進等補助金等

（金額単位：円）

件数
金額
件数
金額
件数
金額
件数
金額
件数
金額
件数
金額

令和2年度令和元年度平成30年度
62

71,578,334
1

6,812,000
22

39,388,849
26

25,925,226
29

28,308,750
140

172,013,159

令和3年度
64

67,590,717
1

6,636,566
17

23,948,295
28

24,593,372
15

18,663,102
125

141,432,052

令和4年度
60

70,951,000
4

34,118,233
19

36,888,749
22

21,550,000
18

19,705,660
123

183,213,642

42
42,846,000

1
100,000

13
29,730,900

19
19,850,706

19
26,495,230

94
119,022,836

33
43,393,537

2
19,230,000

12
33,077,000

19
14,835,196

8
16,181,000

74
126,716,733

外部研究資金等の受入状況

※新規及び継続事業の金額を計上（繰越額は含まず）
※０円契約、契約延長の場合も件数に計上。
※表中の科学研究費助成事業は文部科学省、独立行政法人日本学術振興会、及び厚生労働省に係るもの
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連携協定の状況

区　　　　分

理科教員のためのリカレントセミナー

大学開放デー

大学体験講座・実験

大学開放授業

サイエンス・カフェ

オープンキャンパス

合　　計

ほんものの科学体験講座

開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数
開催回数
受講者数

令和2年度
※1
※1
※1
※1
※1
※1
※1
※1
※1
※1

4
62
1

555
5

617

令和3年度
※1
※1

※1
※1
※1
※1
※1
※1

17
735

4
62
1

567
22

1,364

令和4年度
※1
※1

※1
※1

※2

37
2,260

1
800

3
4
6

101
1

48
3,165

大学開放等の開催状況

※1 新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止
※2 オンラインでの開催のため、集計不可

協　定　名 協定（覚書）締結日
平成28年
4月1日

平成28年
4月1日

平成28年
7月25日

平成30年
10月31日

平成30年
12月19日

平成31年
2月13日

令和元年
8月1日

令和元年
11月18日

令和2年
1月10日

令和2年
2月4日

令和2年
12月23日

令和2年
11月5日

令和2年
12月16日

主　旨  ・  目　的

互いに協力して取り組むべき新たな技術の創造と将来の地域医療を支える人材
の育成を目的とします。

市、教育委員会、市内高校、大学が緊密な協力関係を築き、山陽小野田市域におけ
る小学校から大学までの一貫教育を目指すことを目的とします。

両者が山陽小野田市立であることを前提とし、知的・人的資源の交流及び活用を
図り、地域の医療並びに保健・福祉の発展に寄与することを目的とします。

船木鉄道株式会社の路線バスを本学の学生が新たな通学手段として利用すること
を契機として、船木鉄道株式会社の路線バスを活用し、本学の学生が中心市街地や
中山間地域などへ出かけることにより地域活性化に資することを目的とします。

製薬工業界及び大学の教育研究地域連携活動の活性化を図り、国民の健康な生活
の実現に寄与することを目的とします。

宇部興産株式会社の有する技術力と本学の有する研究成果を結合し、産学の連携
を推進することにより新技術を開発し、併せて学術研究の振興、研究成果の社会
的貢献及び研究者・技術者の育成に資することを目的とします。

知的・人的資源の交流及び活用を図り、地域の健康・医療・福祉の発展に寄与す
ることを目的とします。

包括的に緊密な協力関係を築き、連携を深めることで、教育研究活動の充実、学生
教育の質的向上、人材の育成、活力ある地域社会の形成、教職員の資質向上及び大
学間の交流等に寄与することを目的とします。

包括的な連携のもと、知的・人的資源の交流及び活用を図り、山陽小野田市域の
健康・医療・福祉の発展に寄与することを目的とします。

包括的な連携のもと、知的・人的資源の交流及び活用を図り、地域の健康・医療・
福祉の発展に寄与することを目的とします。

産学官の連携によって大学からの技術移転を促進するとともに、新商品の開発や
新しい産業・技術を創出できるような環境の形成を通して、地域産業・企業発展
支援による本市の多様な働く場の確保や地方創生に資することを目的とします。

包括的連携のもと、学校法人東京理科大学山口東京理科大学と培ってきた信頼関
係と連携の実績を基盤として、より緊密で強固な連携体制を構築し、地域の発展
に貢献します。

両大学が連携協力して教育研究活動の一層の充実と質の向上を図り、もって、学
術の発展と有為な人材の育成に寄与することを目的とします。

東京理科大学と公立大学法人山陽小野田
市立山口東京理科大学との連携協力に関
する協定

山陽小野田市・山口東京理科大学
連携協議会

山陽小野田市産学官
連携推進協議会

一般社団法人山口県薬剤師会と公立大学
法人山陽小野田市立山口東京理科大学と
の包括連携・協力に関する協定
一般社団法人山陽小野田薬剤師会と公立
大学法人山陽小野田市立山口東京理科大
学との包括連携・協力に関する協定
公立大学法人公立諏訪東京理科大学と公
立大学法人山陽小野田市立山口東京理科
大学との大学間連携に関する協定
山口県病院薬剤師会と公立大学法人山陽
小野田市立山口東京理科大学との包括連
携・協力に関する協定
宇部興産株式会社と公立大学法人山陽小
野田市立山口東京理科大学との包括的連
携に関する協定
山口県製薬工業協会と公立大学法人山陽
小野田市立山口東京理科大学との包括連
携・協力に関する協定
船木鉄道株式会社と公立大学法人山陽小
野田市立山口東京理科大学との公共交通
活用フリーパスに関する協定

山陽小野田市民病院と包括連携・協力に
関する連携協定

令和4年
10月5日 薬学の人材育成をとおして地域医療の発展に寄与することを目的とします。地方独立行政法人山口県立病院機構山口

県立総合医療センターとの連携協定

市及び市教育委員会・市内高校と教育連
携協定を締結

田辺三菱製薬工場株式会社と山陽小野田
市立山口東京理科大学との包括連携協定
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自治体外部委員の状況

（令和 5年５月１日現在）

委員会名 主　旨  ・  目　的
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【予算規模】 （単位：百万円）

区　　分

合　計

合　計

収入
運営費交付金
学生等納付金
受託研究費及び寄附金
補助金収入
その他
目的積立金充当収入
施設整備費補助金収入

支出
教育研究経費
人件費
一般管理費
その他

令和5年度
予算額 構成比

1,744
993
118
116
9

472
130
3,582

698
1,645
1,120
119
3,582

48.7％
27.7％
3.3％
3.2％
0.3％
13.2％
3.6％

100.0％

19.5％
45.9％
31.3％
3.3％

100.0％

（単位：千円）
区　分

収入支出予算額
令和5年度
3,582,237

区　　分
外国人留学生の数

中華人民共和国
ベトナム
韓国

国
別
内
訳

（単位：人）
令和元年度

13
8
2
3

令和2年度 令和3年度
16
10
2
4

13
8
1
4

令和4年度
11
6
1
4

令和5年度
8
4
1
3

外国人留学生の状況

単位互換協定校の状況

※各年度５月１日現在の人数。大学院生を含む

令和5年度当初予算

協　定　校
東京理科大学
山口県立大学
山口学芸大学

 主　　旨　・　目　　的

大学間の相互交流と協力を促進し、教育内容の充実を図ることを目的として、
両大学の学生がそれぞれ相手大学の授業科目を履修し、単位を修得することが
できるものとします。
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主要施設の状況

種　　類
１　　号　　館
２号館・３号館
４　　号　　館
５　　号　　館
６　　号　　館
７　　号　　館
８　　号　　館
体　　育　　館
第　１　食　堂
第　２　食　堂
学　生　宿　舎
客　員　宿　舎
多目的文化施設

鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根３階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根鉄板葺３階建、１棟
プレストレスト鉄筋コンクリート造陸屋根５階建、１棟
プレストレスト鉄筋コンクリート造陸屋根５階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟
鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺２階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根平屋建、１棟
鉄筋コンクリート造亜鉛メッキ鋼板葺２階建、１棟
鉄筋コンクリート造亜鉛メッキ鋼板葺３階建、１棟
鉄筋コンクリート造陸屋根２階建、１棟
木造　一部鉄筋コンクリート 2 階建、1 棟

構　　　　　造

施設配置図
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公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学
〒756-0884 山口県山陽小野田市大学通 1-1-1
TEL：0836-88-3500（代表）


